
麦：17万ha

○ 平成20年以降、主食用米の需要減少分は、飼料用米等の拡大で対応されている。こうした取組を進めることで、水田がフルに活用さ
れ、生産者等の主体的経営判断による需要に応じた米生産の推進が期待される。

※ 水稲、麦、大豆：「耕地及び作付面積統計」、主食用米：「作物統計」、加工用米、飼料用米等：「新規需要米の取組計画認定状況」、備蓄米：穀物課調べ

〔25年産〕 水稲作付面積：165万ha 加工用米：3.8万ha

主食用米：153万ha

加工用米：2.8万ha

主食用米：158万ha

加工用米：4.7万ha
飼料用米等：12.5万ha（8.0万ha）

〔23年産〕 水稲作付面積：163万ha

加工用米：3.9万ha

飼料用米等：6.6万ha（3.4万ha）

備蓄米：1.2万ha

〔24年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：152万ha

加工用米：3.3万ha
飼料用米等：6.8万ha（3.5万ha）

備蓄米：1.5万ha

〔26年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：147万ha

加工用米：4.9万ha
飼料用米等：7.1万ha（3.4万ha）

備蓄米：4.5万ha

〔27年産〕 水稲作付面積：162万ha

主食用米：141万ha
備蓄米：4.5万ha

主食用米：152万ha
飼料用米等：5.4万ha（2.2万ha）

備蓄米：3.3万ha

大豆：12万ha

〔28年産〕 水稲作付面積：161万ha

主食用米：138万ha
備蓄米：4.0万ha

飼料用米等：13.9万ha（9.1万ha）
加工用米：5.1万ha

〔22年産〕 水稲作付面積：166万ha

飼料用米等：3.7万ha（1.5万ha）

〔21年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：159万ha 飼料用米等：1.8万ha（0.4万ha）

〔20年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：160万ha 飼料用米等：1.2万ha（0.1万ha）

加工用米：2.6万ha

大豆：12万ha 麦：17万ha

大豆：11万ha

大豆：11万ha

大豆：11万ha

大豆：12万ha

大豆：12万ha

大豆：12万ha

大豆：13万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

※ 、（）は飼料用米のみの面積加工用米：2.7万ha

〔29年産〕 水稲作付面積：160万ha

主食用米：137万ha
備蓄米：3.5万ha

飼料用米等：14.3万ha（9.2万ha）
加工用米：5.2万ha

大豆：12万ha

水田における土地利用の状況
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対生産
数量目標

対自主的
取組参考値

対生産
数量目標

対自主的
取組参考値

北海道 99,000 ▲ 1,434 98,985 98,600 ▲ 385 ▲ 115 滋賀県 30,200 ▲ 445 30,315 30,000 ▲ 315 ▲ 232

青森県 36,800 ▲ 4,279 40,580 38,000 ▲ 2,580 ▲ 2,470 京都府 14,300 ▲ 415 14,558 14,100 ▲ 458 ▲ 419

岩手県 47,100 ▲ 3,245 49,734 47,000 ▲ 2,734 ▲ 2,599 大阪府 5,310 64 5,190 5,150 ▲ 40 ▲ 26

宮城県 63,600 ▲ 1,442 64,311 63,500 ▲ 811 ▲ 636 兵庫県 35,400 ▲ 40 35,235 35,100 ▲ 135 ▲ 40

秋田県 69,300 ▲ 2,852 71,349 69,500 ▲ 1,849 ▲ 1,655 奈良県 8,680 634 7,954 8,580 626 648

山形県 56,800 ▲ 475 56,661 56,400 ▲ 261 ▲ 106 和歌山県 6,720 ▲ 252 6,899 6,560 ▲ 339 ▲ 320

福島県 60,100 ▲ 22 59,562 59,900 338 505 鳥取県 12,500 ▲ 232 12,591 12,400 ▲ 191 ▲ 157

茨城県 67,200 3,502 63,012 66,400 3,388 3,560 島根県 17,300 ▲ 186 17,314 17,200 ▲ 114 ▲ 67

栃木県 53,600 ▲ 1,124 54,134 53,600 ▲ 534 ▲ 387 岡山県 29,200 ▲ 621 29,500 29,100 ▲ 400 ▲ 320

群馬県 14,100 ▲ 1,064 15,011 13,900 ▲ 1,111 ▲ 1,070 広島県 23,400 ▲ 1,185 24,321 23,100 ▲ 1,221 ▲ 1,155

埼玉県 31,200 611 30,267 30,700 433 516 山口県 19,800 ▲ 1,265 21,129 19,300 ▲ 1,829 ▲ 1,771

千葉県 53,900 8,318 45,091 53,300 8,209 8,331 徳島県 11,500 ▲ 719 12,087 11,300 ▲ 787 ▲ 754

東京都 151 ▲ 34 183 141 ▲ 42 ▲ 42 香川県 13,200 ▲ 732 13,776 12,800 ▲ 976 ▲ 939

神奈川県 3,110 220 2,859 3,090 231 239 愛媛県 14,200 ▲ 485 14,527 13,900 ▲ 627 ▲ 588

新潟県 101,500 4,424 95,825 100,300 4,475 4,732 高知県 11,600 831 10,699 11,500 801 830

富山県 33,800 ▲ 405 33,710 33,300 ▲ 410 ▲ 318 福岡県 35,400 ▲ 778 35,932 35,100 ▲ 832 ▲ 734

石川県 23,200 ▲ 366 23,301 23,200 ▲ 101 ▲ 38 佐賀県 24,600 ▲ 1,789 25,787 24,400 ▲ 1,387 ▲ 1,316

福井県 23,600 ▲ 314 23,658 23,300 ▲ 358 ▲ 294 長崎県 12,000 ▲ 981 12,842 11,600 ▲ 1,242 ▲ 1,207

山梨県 4,940 ▲ 19 4,907 4,880 ▲ 27 ▲ 14 熊本県 32,500 ▲ 3,848 36,116 32,200 ▲ 3,916 ▲ 3,818

長野県 31,700 801 30,574 31,300 726 809 大分県 21,100 ▲ 2,048 22,882 20,900 ▲ 1,982 ▲ 1,919

岐阜県 21,700 ▲ 860 22,317 21,500 ▲ 817 ▲ 757 宮崎県 15,500 ▲ 3,132 18,469 15,000 ▲ 3,469 ▲ 3,419

静岡県 15,800 54 15,576 15,600 24 66 鹿児島県 20,200 ▲ 2,551 22,553 19,600 ▲ 2,953 ▲ 2,891

愛知県 26,900 565 26,050 26,600 550 621 沖縄県 785 ▲ 131 906 727 ▲ 179 ▲ 176

三重県 27,000 ▲ 1,396 28,091 26,800 ▲ 1,291 ▲ 1,214 合　　計 138.1万 ▲ 2.1万 138.7万 137.0万 ▲ 1.7万 ▲ 1.3万

２９年産

主食用米
作付面積

超過作付
生産数量

目標

超過作付の状況
主食用米
作付面積

超過作付
生産数量

目標
主食用米作

付面積

超過作付の状況都道府県

２８年産 ２９年産

都道府県

２８年産

主食用米作
付面積

○ 平成29年産の超過作付面積は▲1.7万ha。主食用米の作付面積が生産数量目標を下回ったのは36都道府県であり、

いずれも自主的取組参考値も下回っている。

都道府県別の超過作付の状況

4



7.1

5.4

4.9

4.1

2.2
2.4

2.7 2.8

-1.3 -2.2 -1.7

-2.5

-1.5

-0.5

0.5

1.5

2.5

3.5

4.5

5.5

6.5

7.5

19年産 20年産 21年産 22年産 23年産 24年産 25年産 26年産 27年産 28年産 29年産
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上段：主食用米作付面積（万ha）

下段：生産数量目標（万ha）
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156.6
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超過作付面積の動向



新規需要米の生産量の推移

○ 平成20年産から飼料用米など新規需要米に対する助成が開始されたが、それ以降、新規需要米の生産量は増加傾向にあ
る。

○ 平成29年産の新規需要米の作付面積は１４万３千ha、このうち飼料用米は、９万２千haとなっている。

6

新規需要米等の用途別作付・生産状況の推移（平成２０年産～平成２９年産）



都道府県別の飼料用米の取組状況
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28年産
①

29年産
②

差
③=②-①

対前年比
④=②/①

28年産
⑤

29年産
⑥

差
⑦=⑥-⑤

28年産
①

29年産
②

差
③=②-①

対前年比
④=②/①

28年産
⑤

29年産
⑥

差
⑦=⑥-⑤

ha ha ha % トン トン トン ha ha ha % トン トン トン

北海道 2,770 2,433 ▲ 337 88 15,084 13,028 ▲ 2,056 滋賀県 836 998 162 119 4,309 5,115 806

青森県 7,414 6,418 ▲ 996 87 42,284 36,987 ▲ 5,297 京都府 134 141 7 105 687 717 29

岩手県 4,703 4,676 ▲ 27 99 25,031 24,903 ▲ 128 大阪府 6 7 1 115 28 33 4

宮城県 5,915 6,228 313 105 31,455 33,084 1,629 兵庫県 271 327 56 121 1,388 1,663 275

秋田県 3,152 2,865 ▲ 287 91 17,641 15,962 ▲ 1,679 奈良県 68 67 ▲ 1 99 350 347 ▲ 3

山形県 3,842 3,916 74 102 23,047 23,473 426 和歌山県 3 4 1 126 15 18 4

福島県 5,513 5,839 326 106 28,527 30,579 2,052 鳥取県 1,105 1,087 ▲ 18 98 5,581 5,676 94

茨城県 7,840 8,504 664 108 41,180 44,626 3,446 島根県 1,148 1,133 ▲ 15 99 5,509 5,824 315

栃木県 10,402 10,054 ▲ 347 97 55,003 53,349 ▲ 1,654 岡山県 1,528 1,589 61 104 7,874 8,394 520

群馬県 1,844 1,541 ▲ 302 84 9,096 7,336 ▲ 1,760 広島県 534 552 19 103 2,657 2,916 259

埼玉県 2,857 2,264 ▲ 593 79 13,908 10,917 ▲ 2,991 山口県 790 836 46 106 3,940 4,194 254

千葉県 4,761 5,051 290 106 25,922 27,518 1,596 徳島県 853 729 ▲ 124 85 4,197 3,406 ▲ 791

東京都 香川県 337 268 ▲ 70 79 1,706 1,332

神奈川県 16 19 3 119 83 96 13 愛媛県 347 365 18 105 1,770 1,813 43

新潟県 4,059 4,178 119 103 21,871 22,653 782 高知県 970 996 26 103 4,250 4,394 144

富山県 815 1,085 270 133 4,370 5,881 1,511 福岡県 1,862 2,019 157 108 9,175 9,949 774

石川県 678 726 48 107 3,429 3,709 280 佐賀県 448 569 122 127 2,289 2,944 655

福井県 1,125 1,295 170 115 5,834 6,687 853 長崎県 182 168 ▲ 15 92 865 802 ▲ 63

山梨県 17 18 1 107 87 92 5 熊本県 1,324 1,402 78 106 6,776 7,249 473

長野県 348 319 ▲ 29 92 2,211 2,025 ▲ 186 大分県 1,480 1,521 41 103 7,553 7,745 192

岐阜県 2,888 3,047 159 106 13,814 14,475 661 宮崎県 494 528 34 107 2,440 2,601 161

静岡県 1,014 1,180 166 116 5,230 6,073 843 鹿児島県 852 866 14 102 4,035 4,093 58

愛知県 1,780 1,780 0 100 8,934 8,906 ▲ 28 沖縄県

三重県 1,782 1,902 120 107 8,936 9,475 539 全国 91,107 91,510 403 100 480,371 483,058 3,061

都道府県

面積 数量

都道府県

面積 数量



水田活用の直接支払交付金の概要

○ 米政策改革の着実な実行に向け、飼料用米、麦、大豆等の戦略作物の本作化を進めるとともに、産地交付金により、地域
の特色ある魅力的な産品の産地の創造を支援。

対象作物 交付単価

麦、大豆、飼料作物 3.5万円／10a

ＷＣＳ用稲 8.0万円／10a

加工用米 2.0万円／10a

飼料用米、米粉用米
収量に応じ、

5.5万円～10.5万円/10a

販売目的で対象作物を生産する販売農家・集落営農

【交付対象者】

【支援内容】
１. 戦略作物助成

＜飼料用米、米粉用米の交付単価のイメージ＞

注１：数量払いによる助成は、農産物検査機関による数量確認を受けていることが条件
注２：※は全国平均の平年単収（標準単収値）に基づく数値であり、各地域への適用に当たって

は、地域農業再生協議会が当該地域に応じて定めた単収を適用

数量払いの単価（傾き）：約167円／kg
助成額
（円/10ａ）

10.5万

8.0万

5.5万

単収（kg/10a）682※532※

(標準単収値）
382※

２. 産地交付金

○ 地域の作物振興の設計図となる「水田フル活用ビジョン」に

基づき、高付加価値化や低コスト化を図りながら、地域の特色

のある魅力的な産品の産地を創造するため、地域の裁量で活用

可能な産地交付金により、二毛作や耕畜連携を含め、産地づく

りに向けた取組を支援

○ また、取組に応じた配分(下表参照)を都道府県に対して行う

対象作物 取組内容 配分単価

飼料用米、米粉用米 多収品種への取組 1.2万円/10a

加工用米 複数年契約（３年間）の取組
※継続分のみ。

1.2万円/10a

そば、なたね 作付の取組
※基幹作のみ。

2.0万円/10a

【平成30年度予算概算決定額 ： ３３０，４００ （３１５，０００）百万円】

※ 子実用とうもろこし（飼料用）を含む

※

上記のほか、以下の取組に応じた配分を都道府県に対して行う

① 転換作物拡大（1.0万円/10a）

前年度実績よりも転換作物が拡大し、主食用米の作付面積が減少した場合

に、その面積に応じて配分

② コメの新市場開拓（2.0万円/10a）

内外の新市場の開拓を図る米穀の作付面積に応じて配分

③ 畑地化（10.5万円/10a）

水田の畑地化面積（交付対象水田からの除外面積）に応じて配分
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